
令和6年1月23日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

令和５年度　大田区立石川台中学校　自己評価　報告書

教育目標 ：　・思考力に富む生徒　・実行力のある生徒　・情操の豊かな生徒　　を受け、「これからの社会に貢献する人間性豊かでたくましい人」を育てる
学校規模 ：　生徒数 ２０６人（5月1日現在）　　学級数　８学級（通常級１～３年各２学級、特別支援学級１年～３年　２学級）
特色ある教育活動 ：　小規模のよさを生かした落ち着いた環境での学習      小規模のよさを生かした「自覚ある生徒」を育てる学校行事
　　　　　　　　　　　　　 令和２・３年度　大田区教育委員会教育研究推進校　「読解力を向上させる指導の工夫」としての研究成果を生かし、各教科において読解力の向上の視点に立った学習指導
　　　　　　　               スーパーアクティブスクール校（平成２８・２９・３０年度）としての研究成果を生かし、体力向上の視点に立った健康教育
　　　　　　　　　　　　　 保護者、地域、学校支援地域本部の協力を得た活動

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

生徒、保護者
アンケートによ
るあいさつ・対
人関係項目に
肯定的な回答

の割合

４：

85%
以
上

3

・挨拶を基本としたコミュニケーション
の指導については、８割の保護者に
理解をいただいている。日頃より挨拶
について力を入れてきた成果を感じる
ことが出来た。継続をする。
・外国語教育指導員は生徒と良いコ
ミュニケーションを取り、英語カフェな
ど能力育成につながる活動になって
いる。
・タブレットなどのICT機器の効果的な
活用は６割の保護者に理解をいただ
いてるが、さらに積極的な活用を期待
されているため、さらにタブレットの指
導の可能性を広げる工夫をする。
・人権尊重の取組について、保護者
は７割以上の理解がある。今後も
様々な校内活動での推進体制を深め
ていく。
・オンライン授業配信はインフルエン
ザ等で出席停止や不登校生徒の学
習保証になり７割の保護者から理解
をいただいているが、実技教科でも、
オンラインで取組やすい授業になるよ
う工夫が必要である。
・石中図書１００選を実施し、保護者
からも多くの協力をいただいた。６割
の保護者は学校図書館の活性化を
理解しているが、まだ読書活動の充
実や図書室の様子を伝える等啓発が
必要である。

A 7

・授業見学で生徒の様子を見るとタブレットや電子黒板などを
活用した授業に苦なく取り組んでおり、情報活用能力の向上に
努めていることがうかがえる。
・石中生はいつも気持ちの良い挨拶をしてくれます。今後も挨
拶を基本としたコミュニケーションのご指導をお願いいたしま
す。　　　　　　　　　　　　・図書館の活用は本当に良いことだと
感じています。「大村はま」先生の本や、校長先生の本も生徒
に読んでもらいたいと考えます。　　　　　　　　　・学年縦割りグ
ループによる「問題解決プロジェクト」はアットホームな石中だ
からこそできる活動だと思います。今後も続けて欲しいです。
・成果評価点が低かったのはICTの効果的な活用が不充分で
あると判断されたのかと 思うが、時代にあった努力に今後期
待しています。　　　 図書館の活用は、特定の生徒にかたよら
ないような工夫と地道な意識改革の声がけが必要と思う。
・ICT機器は効果的に工夫して活用されているので更に学力と
学ぶ意欲を高める授業を期待しております
・学校図書館では石中図書100選大村はま先生のコーナーを
作り取り組んでいることを評価します 。
・子供たちの創造力女性のため色々工夫されていること評価し
ます。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

70%
以
上

B 3
学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

２：

60%
以
上

C

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4
１：

60%
未
満

D
学校図書館の活性化を図るとともに読書
活動を推進する。

4

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

4

生徒、保護者
アンケートによ
る本校の学習

満足度

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

3

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

4

４：

85%
以
上

4

・数学到達度についてステップ
学習チェックシートの活用が定
着しつつある。
・英語、数学の補習教室は参
加者が増え、苦手な生徒のサ
ポートにもなっている。繰り返
し参加する生徒も多い。時間
内の様子も真剣さが増してき
ており、生徒の自主的な学習
態度も身についてきた。さらに
学習補助員の時数増加が望ま
れる。
・読解力向上を図るための各
教科での取組みを継続してい
る。タブレットを活用した意見
共有や話し合い活動ができて
いる。生徒の読解力向上にも
つなげることができた。

A 8

・コロナ禍ではなかなかできなかったグループワークなど積極
的に取り入れられており、生徒が意見を出し合う場、それぞれ
の考えをまとめる場といった機会が生徒の学力向上に繋がっ
ていくのではないかと期待している。
・英語・数学の補習教室の参加者が増え、苦手な生徒のサ
ポートになっていることや生徒の自主的な学習態度が身につ
いたことはすばらしいことだと思いいました。
・学習補助員不足は深刻な今後の課題だと思います。
・補習教室に繰り返し参加する生徒が多いということは達成感
があると言うことなのでとても良い傾向である。
・一人ひとりに細やかな指導を対象となる全教科で行っている
ことは教職員の情熱と御努力のおかげだと思います。苦手教
科のサポートは生徒の励みになっていると思います。３年生も
活用しているとの事ですので、継続してご指導いただき生徒の
学習意欲を高めていただきたい。　　　・学習補助員の時数増
加もお願いしたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　・補助員の
確保が難しい中でご苦労されていると理解できますが現教員
に過度の負担にならないよう希望します。

３：

70%
以
上

B 2

２：

60%
以
上

C

授業改善推進プランを、授業に生かす。 4

１：

60%
未
満

D全教科を通じて読解力の向上を図るため
の指導を工夫する。

4

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

生徒、保護者
アンケートによ
る本校の生活

満足度

４：

85%
以
上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

4

4

・定期的に会議を開くこと
により情報交換が密にな
り、問題行動や不登校問
題に組織的に対応し、関
係機関とも連携をとること
ができた。
・生活指導主任を中心に
楽しい学校生活を送るた
めのアンケート(ＷＥＢQU)
及び学校生活調査の結
果を分析し、事象の未然
防止・早期発見・早期解
決を図るために組織的に
取り組むことができた。
・道徳教育についての研
修をさらに深め、様々な
資料を活用した授業を展
開する等、道徳指導の充
実を図る。

A 8

・問題行動や不登校問題などは、組織的な対応が必要である
と考えるが、貴校のように定期的な会議の開催により、教員同
士が密に情報交換ができることは大変重要であると考える。ま
た、教員が組織的な対応ができることは、生徒の安心感にも繋
がる思う。　　　　　　　　　　　　　　　・先生方は生徒一人ひとり
に寄り添って生活指導をなさっていました。生徒や保護者の評
価が高いのは先生方のご指導の賜物だと思います。　　・不登
校生徒２１名がいますのでその生徒に寄り添っていただきたい
と考えています。専門家に診てもらうことも大切ですが、担任が
電話したり、家庭訪問したりすることも大切だと考えます。
・SCの先生による事象の未然防止には今後も力を入れていた
だきたいです。
・小規模校ならではのアットホーム感は自己肯定につながると
思うので今後も期待している。
・不登校問題当に熱心に取り組んでおられると思います。
・道徳教育はとても大切です。当たり前のことにも感謝の気持
ちを持てる心、見えないおかげに気づける思いやりの教育を進
めるには家庭や地域の協力も必要だと思います。自分の良心
で判断し行動できる人に育ってほしいと願っています。
・問題行動・不登校生徒への対応とうについて教職員が情報を
共有するよう努力されていること評価します。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

4
３：

70%
以
上

B 2

２：

60%
以
上

C

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

4
１：

60%
未
満

D
生徒が自己理解を深め、主体的に進路を
選択し、実現する能力を高めるため、「キャ
リアパスポート」を効果的に活用する。

4

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

4

生徒、保護者
アンケートによ

る本校の体
力・健康・安全
に関する指導

の満足度

４：

85%
以上

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

4

２：

60%
以上

4

・体育祭での生徒が全力で協議に向かう姿には感動した。ま
た、そのように競技に取り組むことができるのは、日頃の食育
による体力づくりの賜物ではないかと思う。
・校庭で実った果実を給食時にいただけることは、すばらしい
食育だと思います。体育祭も楽しく拝見しました。
・生徒の下校時、数人の男子が大きな声を出したり、追いか
けっこしたりしているすがたをみかけることがありました。交通
事情を考えると危ない行為だと考えます。
・学校で収穫した「ゆず」や「みかん」を使った給食が食べられ
る生徒の皆さん、とても幸せだと思います。給食で食するまで
の準備など大変だった事と思います。お疲れ様でした。
・最近外で遊ぶという機会が減り、日常的に運動不足の傾向
のため食育とともに運動習慣を身に着ける教育も必要な時期
がきている。　　　　　　・１月２月の給食で、３年生の受験応援
メニューを栄養士さんが工夫し、調理の皆さんが心をこめて
作って、生徒たちが美味しくいただけていることに感謝します。
給食を通して季節や郷土等を感じ味わえることは幸せです。
・体力向上の視点に立った健康教育を評価します。続けていた
だきたい

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

4

３：

70%
以上

B 2

C

スーパーアクティブスクール校としての研
究成果を生かし、全校でスポーツ活動に取
り組む機会を設けるとともに、全教員が協
力して運営し、運動習慣の向上と健康の増
進を図る。

１：

60%
未満

D

4

・今年度の体育的行事は充実
した取り組みになり、体力向上
を図ることができた。
・望ましい生活習慣についての
意識啓発を引き続き行い、今
後も体力向上の視点に立った
健康教育を推進していく。
・これまでの研究成果をもと
に、実施方法をさらに工夫し、
全校体制で運動習慣の向上を
図っていく。
・食育の授業や、毎日の給食
時に献立紹介で食育面での話
を生徒に伝えている。

A 8

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

4

生徒、保護者
アンケートによ
る本校の教育
環境満足度

４：

85%
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

4
２：

60%
以上

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

・研究発表会への参加や研修の成果の共有、ミニ授業研修な
ど、限られた時間を有効活用するなど、工夫によって教員の指
導力向上に努めていることが伺える。
・先生方が研究発表会に参加し、指導力を向上され、生徒が
安全、安心に学校生活を遅れる教育環境がつくられているの
だと感心いたしました。
・校舎が新しくなるのはいいことですが、生徒の身の回りの整
頓、特にロッカーや机の周りの整頓を日常的に指導すべきだと
考えます。　　　　　　・タブレットを活用することにより出席停止
や不登校の生徒が授業に参加できるようになり良かったです。
・今後も生徒の心を育むための研修薹を生かして進めていた
だきたい。   ・毎週一回、校内委員会を開催し、特別支援教育
を推進しており、熱心に取り組まれていると思います。
・教職員の皆様は多忙な中、研修・研究に参加し授業の改善
に努めていらして本当にありがとうございます。生徒たちの学
力向上、健全育成のためにも特へ津補助員の人員像、配置時
間増をお願いします。　　　　　・教育確保が難しい中、指導力
向上のため様々な取り組みをしていることに敬服します。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等
を実施しOJTを充実させる。

3
３：

70%
以上 B 2

C

4

１：

60%
未満 D

4

・区や都の主催する研究発表
会に参加し、研修の成果を共
有したり、自身の授業改善に
生かすことができている。
・校外の研修で授業改善のＯＪ
Ｔを充実を図っているが、学期
１回講師を招いて実施してい
る。少ない時間を有効活用し、
定期的にミニ授業研修ができ
る体制作りを行う必要がある。
・タブレットなどICT機器を活用
した授業を展開できた。更に有
効活用を図る必要がある。
・校内委員会を毎週行い、特
別支援教育を推進した。
・特別補助員の人員、配置時
間増が望まれる。

A 8



4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
と
も

に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

4

生徒、保護者
による「地域に
開かれた学
校」満足度

４：

85%
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

4
２：

60%
以上学校と地域の連携を図るため、学校内外

のボランティアに積極的に参加させるよう
情報提供や呼びかけをするとともに、防災
活動拠点校として実践を踏まえた訓練を実
施する。

・千束地区スポーツ祭りや雪谷石川町自治会盆踊り大会など
様々な場面で地域に溶け込みながら、ボランティア活動に元気
に励む姿を見てパワーをもらっている。石中生のエネルギーは
地域の方々にとても大変嬉しいものであるため、今後も継続的
な取り組みをお願いしたい。　　　　・学校支援地域本部、自治
会や東工大の学生等多くの方のご協力で生徒は様々な経験
ができるのだと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地
域主催の行事に生徒が参加していることは、とても生徒にとっ
て大切な教育の場であると考えます。これからも積極的に参加
させてください。
・学校支援地域本部の支援で植えられている花々に、いつも
心が癒されます。ありがとうございます。
KFC校長プロジェクトは、生徒が楽しみながらボランティアに参
加できる素晴らしい取り組みだと思います。次年度の活動が楽
しみです。　　　　　　　・更に知恵と工夫でより良い教育活動が
できることを期待している。　　　・学校だよりの中で保護者の
感想を自由にかく欄があり、そのコメントについて学校側が丁
寧に返信されており、その情報を共有できることはとても良いと
思います。
・ボランティアに力を入れており素晴らしい。
・スポーツ祭りにて、地域の中学生として多くの生徒が参加し、
手伝いをし、若い力を発揮してくれました。私たちは活力を与え
られました。　　　　　・ボランティア活動を通して、自分自身の
心も喜び、相手も喜んでくださいます。ボランティアの輪を広げ
て、誰かの為に役に立てる喜びを味わって欲しいです。
・学校の花壇はきれいに手入れされ、校庭の木々も大切にさ
れていて心地よい。
・地域住民の一人として微力ながらお役に立ちたいと考えてい
ます。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

4
３：

70%
以上 B 2

C

4

１：

60%
未満

D

4

・学校だより、学年だより、保健だ
よりを定期的に発行することがで
きた。学年だよりは学校生活の様
子がよくわかると保護者からの評
判も高い。HPにおける生徒の活
動情報の公開に関しては個人情
報保護等の観点に立ち、工夫を
凝らしていく。
・学校支援地域本部の支援により
校内緑化が推進された。また長
期休業中の自習教室の講師派遣
にも協力いただき、東工大の学生
にも協力いただくことができた。
・地域主催行事の盆踊りのボラン
ティアでは７割の生徒が参加し千
束地区スポーツ祭りでは代表生
徒が参加し貢献できた。
・校内ボランティアとしてＫＦＣ校長
プロジェクトや地域落ち葉掃きな
どが実施でき多くの生徒が参加で
きた。
・地域教育連絡協議会委員の
方々には貴重なご意見をいただ
いたり、支援が必要な生徒に関
わっていただくこともあり、本当に
感謝している。地域のご協力を可
能な範囲で今後もお願いしたい。

A 8

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。


